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総合的な学習の｢表現活動｣に関する実践的研究Ⅱ

一九鬼小学校の場合-

中 西 智 子事

小･中学校においては平成14年度より､｢総合的な学習の時間｣が本格的に実施されてい

る｡総合的な学習の授業には､地域の伝統的な祭り事を素材にした活動として歴史的な取り

組みの研究､祭り事に関わる人たちの伝承についての研究など､さまざまな視点から展開され

ており､これらは､子ども自身が日常感じる身近な文化をもっと知りたくて取り組むという`意

欲の芽生え,が出発になろう｡

自分自身や友だち､先生､保護者､地域の人たちと共に､知る喜びや達成感を分かち合え

る学びの楽しみは､子どもが従来の授業では自覚できなかった側面を自覚できる機会になる｡

さらにその成果を人へ伝えることで新たな集団との連帯感が生まれ､自分の可能性への緊張感

との対時を経験する｡生活圏で自らの存在感を自覚することに繋がる学びの活動は､学校過5

日制の学力観である｢生きる力｣育成の教育活動を展開することとも重なる(註1)｡

キーワード:総合的な学習､地域の伝統芸能､表現活動､学校･家庭･地域の連携

はじめに

尾鷲市は東紀州(紀伊半島東部)熊野灘沿岸

に位置する中核都市である｡『尾鷲桧』に代表

されるように江戸時代より林業で栄え､自然に

恵まれた良港で水産業も発達した｡現在は過疎

化と少子高齢化の課題を抱えて､地域活性化を

模索する自治体の一つである｡尾鷲市では､伊

藤允久市長のもと､2001年4月に尾鷲市役所

産業経済部新産業創造課開発調整室が設置さ

れ､積極的に地域活性化へ取り組んでいる｡施

策の一つとして2002年度には三重大学と東紀

州地域連絡協議会を立ち上げ､相互友好協力協

定が締結された｡

本稿の事例は地域活性化の視点から始まった｡

筆者と新産業創造課との接点が2001年10月に

あり､新産業創造については少子化問題と過疎

化傾向の実態を含む話し合いであった｡過疎化と

少子高齢化で学校の統廃合などの避けて通れない

課題については､｢教育委員会と地域の人々の連

携で将来的な展望の検討が必要である｡｣という

* 三重大学教育学部幼児教育講座

基本理念のもと､積極的に関係者が動くための

具体的な方策が必要であろう､という主旨であっ

た｡

次回には筆者から学校の元気と地域の元気を

引き出す提案をした｡それは､過疎化と少子高

齢化の問題を抱えた学校の役割として､地域ぐ

るみの教育活動へ働きかけることによって｢子

ども世界と大人世界で､地域に住む幸せの喜び

や感動を共有できるような実践｣を目指す企画

である｡沿岸地域ということで､海と山の関係

をテーマにした演劇活動を通して､学校と地域

が生活と結びついた創造的な教育活動を展開す

る内容とした｡

調査の結果､尾鷲市九鬼町で行われる｢元旦

に神楽を船上で舞う祭り事｣との共同作業が地

域の独自性ある主題を共有できるであろうと考

えた｡五穀豊穣を願う獅子舞は多いが､ここで

の神楽は船上で獅子が舞う｡これは水産業を生

業とする地域の人たちの願いが込められた特異

な芸能である｡

新産業創造課開発調整室から教育委員会へ､

学校と保護者の協力を得て取り組む企画内容に

ついて打診をすることになった｡東利三教育

長は即答でこの提案を受け入れ､教育委員会学
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校教育課と生涯学習課の連携体制を整えること

を了解した｡

開発調整室の室長(2001年度当時)がアマ

チュア演劇の制作に関わっている関係から､筆

者と共に叩Pき台,,としての台本と絵コンテを作

成し､2002年1月に教育委員会へ提出した｡

教育委員会から『船上神楽』の地元である九鬼

小学校へ台本を渡して打診をした｡

九鬼小学校からの呼びかけで､2002年3月

末に校長室へ全戦且と保護者会代表､新産業創

造課､教育委員会､筆者が集合した｡4月から

赴任予定の上野寛人校長も同席し､九鬼小学校

は前例の無い取り組みに対して､それぞれの立

場から忌倖のない意見を述べ合った｡保護者会

からは良い機会と盛り上がっており､協力させ

ていただきたいとのことであった｡小学校とし

ては参考になる事例提供を希望する意見もあっ

たが､教職員がt叩き台の台本''を参考に児童と

教師との共作の形で台本を作ることを提案した｡

その後の話し合いの要点は､以下の通りであ

る｡

①子どもたちの発想､意見をどのように引き出

すか｡

②保護者と船上神楽保存会の人たちとの協力休

制作りの検討｡

③総合ディレククーの役割(筆者)｡

5月には取り組み体制が老い､衣装と大道貝

ははぼ完成していた｡地域では子どもたちが楽

しく練習をしているとの話題が広がり､いよい

よ神楽部も加わっての適し稽古の機会を設けな

くてはいけない､というところまで進んだ｡

発端は大人たちが考える｢地域活性化のテー

マ｣から始まったが､結果的には児童が地域の

生活を身近な問題として≪海と山の共生≫を捉

え､地域の伝統芸能の真髄を再確認するシアター

(上演を目的とする)としての表現活動が展開

した｡

本稿では､児童と教師を中JL､に保護者､そし

て地域の人たちが協力して創りあげた`一つの

実践●の成果について､協力体制を組んだ役割

分担とパートナーシップのあり方を検討するも

のである｡

Ⅰ 伝統芸能と児童の関わり

Ⅰ-1継承130年は新しい芸能

尾鷲市文化財専門委員であった伊藤良民の

祭りに関する調査には､尾鷲市の伝統芸能につ

いての貴重な資料が記されている(文献1)｡

例えば､約2千年も続いているといわれる

【野田他の山の神】は､農村地帯の山の神は春

になると山から降りてきて田の神となり､農作

業が終わると山に戻って山の神になるという

『神様』を迎える行事である｡また､尾鷲湾は

外洋への関門であり､【古江の浜の当】のよう

に豊漁をもたらす為の祭りとして鯨など魚の霊

をなぐさめ､海難事故で亡くなった人の霊を慰

める祭りが中世から続いている｡このように､

尾鷲市内には現在も古くからの祭り寧が多く継

承されている｡

一方で､伊藤氏の調査には取り上げられてい

ないが時代の流れで新しく誕生した芸能もある｡

九鬼町には130年近く前に､海上へ出て船上で

神楽を舞う【船上神楽】が誕生した｡

写実12802年元旦【船上神楽】の様子

伊勢大神楽阿創【l系統の神楽を舞う船上神楽

は､尾鷲市の伝統芸能の中では新しい祭り肇で

ある｡地域の伝統芸能として毎年､11月末に

は夕方から過1-2回のペースで稽古が始まり､

年が押し詰まると連日続く｡そして､元旦には

日の出前から船で海上に出て豊漁祈願と海難で

亡くなった人の霊や魚の霊を慰めるために､4

時間程九鬼湾内を廻りながら神禁を奉納する｡
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船上神楽は伊勢大神楽の演目と共通している｡

ただし､海上で獅子を舞う場合には船の触先

で舞うことから､スペースに合わせて､舞い方

も獅子の動きはおさえる｡

地域の伝統行事では､家族や身近な人たちが

関わる様子を垣間見て､自ずと祭り事へ畏敬の

念を持っようになる｡また､役割分担はさまざ

まな約束事が定められており､将来への役割の

予感を持ちながら成長していく｡毎年その時期

になれば関係者は｢いい祭りにしよう｣と思い

ながら集まって練習を開始する｡

元旦に海上で演ずる船上神楽とは別に､1月

5日には魚市場で通しの神楽を演じる｡正月に

地元へ里帰りをした人も含めて､地域の人たち

が｢今年の出来具合は｣と評価をする認知体制

があるようで､演じる人たちには一層の励みと

なる｡約130年間という継続は､確実に地域の

芸能としての質を高めて､九鬼町の文化の形と

して定着している｡

Ⅰ-2 異年齢の関わりを育む条りの存在

尾鷲市立九鬼小学校の児童の中には大人と一

緒に船上神楽のお聯子の笛や太鼓を担う子がい

て､中学生や高校生になると獅子舞いの練習が

始まる｡稽古の時期になると､稽古場は異年齢

男子の顔合わせの場となり､稽古はないが兄に

付いて来る年少児もいる｡休憩時間には年長者

と格闘技のような事をして楽しんでいるが､稽

古の間中は静かに正座して観る幼児の姿が印象

的である｡また､稽古には入れて貰えないが休

憩時間になると笛を吹く幼児は､小学生から

｢あれは遊び｣と言われながらも､笛を手放す

ことはない｡

年が押し詰まると､家を離れて暮らす大学生

や社会人が稽古に加わり､一層緊張した空気の

中で本番前の稽古が続く｡稽古終了後にも一人

で黙々と練習をする姿､納得できるまで年配の

熟達者へ指導を仰ぐ姿などからは､若者の｢船

上神楽｣への深い想い入れが伝わってくる｡そ

れは､地域での自分の存在感の自覚と責任感､

故郷への愛着からであるといえるのではないだ

ろうか｡

Ⅱ 創作劇への取り組み

Ⅱ-1地域に在る教育の視点

現在の九鬼小学校は1987年3月に早田小学

校と統合され､2002年度は全校児童15名中､

4名が早田町から通う｡

尾鷲市九鬼小学校の位置(註2)

九鬼小学校の児童は生活科､総合的な学習の

時間で､魚の生態系や魚のさばき方､干物の作

り方､魚付林の存在や海の汚染の原因に関する

調査など､近年は漁業関係者の子でさえ家庭で

は知る機会の少ないさまざまな体験をしながら､

知恵を出し合い､多くの知識を学校で学ぶ｡先

生以上に良く知る≪保護者や地域の人たち≫が

先生となることもある｡そして､『漁業が豊か

であるには､山が豊かでなければいけない』と

いうことをさまざまな視点から学び､地域での

日々の暮らしの中で生きるための知恵や自分な

りの創意工夫を､どのように身に付けていくか､

ということについて考える機会を得ている｡

九鬼町の船上神楽保存会は九鬼町の人たちで

構成されており､早田町の人たちには早田町の

神楽があったが､現在は途絶えている｡このこ

とば､九鬼と早田の児童が抱く船上神楽への内

面的認識に差異があるだろう｡しかし九鬼小学

校では､環境教育として取り組む自然･人･文

化の総合体が『漁業が豊かであるには､山が豊

かでなければいけない』というであり､児童の

家庭が水産業に関係していることから､船上神
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楽を導入することに賛同した｡

教師たちは児童と教師の実情に合わせて､表

現活動の骨子(註3)から"叩き台"の台本へ加

筆･修正を入れ続け､九鬼小学校としての創作

劇【ぶりっこ ひのきっこ】に取り組んだ｡

児童15名は､自分たちが住む地域に在る日

本の伝統としての芸能文化と､彼らの日常生活

経験を一つの作品として混清していく過程で､

創作劇の理解が深まり､練習を続けた｡

Ⅱ-2 質実の充実と支援

一般的に､教えようとする表現活動の内容･

方法には目標とする形があると進み良い｡一つ

は､発表の場である｡そこで､第8回みえ県民

文化祭子どもフェスティバルへの出場を目指

すことになった｡

しかしマニュアルが無くモデルが無い場合に

は､先生や児童が目標に向かって生ずる問題点

への戸惑いは大きく､その対応は自身や仲間た

ちで解決するための工夫に頼るしかない｡目標

達成に向かって最良の方法を考えながら進む時､

保護者会と地域の人たちからの協力が大きな比

重を占めた｡

さまざまな人からの知恵の結集は､児童には

その一つひとつが自分たちのためであることを

実感でき､出来上がりを目指した個人的な努力

が観られるようになり､各児童の意識は創作劇

に向いていた｡台詞を考え､覚え､声の出し方

や動きを家庭では一人で練習し､工夫し､学校

では仲間との調整をはかりながら努力していた｡

体験し知恵を出し合って得た彼ら自身の知識

を活かした創作劇は､｢劇をすることになってで

き嵐かな易アと居いまLた｡劇の腐■野をLてい

る呼ば､劇の靡酢ゞあるβばとてるうれLくて､

やっている呼ば菜■しかったです(6年女子)｡｣

の如くに､従来には無かった授業の形態に戸惑

いがあった(註4)｡

通常､兄弟姉妹を含めての15名という学校

集団では､阿畔の呼吸の如くに､言わず語らず

のうちに了解し合う子どもたちである｡彼らが

不特定多数の観客の前で劇を発表することは､

大きな緊張感があったであろう｡十分な練習を

して身体が覚え込むはどの練習を目指した｡大

人と同様に彼らも舞台の出来栄えの不安を抱え

ていたようである｡

｢きいLよば､木のせいのマントをひろげる

のば､ちょっとむヂかLかったけど＼鹿野をL

ていくうちに木のせいのひろげるところがだん

だんよくなって､いきまLた(3年男子)｣

｢お客きんばなんにんきているのかなあと､

忍ばLんばいでLた｡Jちぎになって却に出る時

(木の精は三角錐の山から登場)になってお客

きんをみると､たくさんの人がみてくわていま

Lた｡お慮天国あ靡腎Lたので､あ魚天国ばLっ

ばいLないでできまLた｡声も大きな声がだせ

たL､うごきもばっきクできたL､靡野の時よ

クあ_上手にできまLた｡そLて､まおうがでて

きて木のせいと小鳥か死人/でLまうところまで

LっばいせヂにできまLた｡木のせいとイ＼眉が

生きカ)えって宙慮天国をおどクまLた｡そLて＼

裁たちのげきばおわクまLた｡その時彪ばばっ

とLまLた｡ぜいこうLたのでよかったですも

(5年女子)｣

児童は取り組みの過程で､地域のことを地域

外の人たちへ伝えるには説得力のある表現力が

必要である､という納得が各自の気持ちに芽生

えていった｡一人ひとりが伝達力を熟成する必

要性を感じて心身を労して舞台をつとめ終えた

安堵感は､大きかったと思われる｡

児童が｢生活科｣｢総合的な学習の時間｣で

『表現活動』を充実するために大人世界と共有

した時間は､｢集団遊び｣｢集団活動｣の如くに､

勉強の義務意識から離れた密度の濃い<疲労>

と<寛ぎ>であったのではないか､と考える｡

一方､大人には生活と仕事の義務意識から離れ

た<疲労>と<寛ぎ>を児童と共有することが

できたようであった｡最終段階では中学生･高

校生･大学生は大人達が小学生を慈しみ育てる

機会へ､積極的に参加して舞台を支えた｡

卒業生たちの働きは､彼ら自身にとっても､

地域の人たちと"地域の仲間,,としての自覚を手

にし､関係者の一人として地域の外の人たちへ

故郷の意気込みを披露する機会となった｡

児童は感想文へ｢みんなか生きカ〕えってお属
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天国をおどる時に､中学生も八っておどったの

で､あっと生きかえったかんじがLまLた(6

年女子)｡｣と記したように､観客の前で緊張し

ながら精一杯演じる時､中学生は頼もしい存在

として感謝されている｡

｢かぐらの人とかあいたのでこのげきば､い

いげきになったとノ好いま坑フ ぼくむ大きくなっ

たら､苗■やかぐら､小たいこをたたいたク､お

どったクふいたクするのかなとノ好いまLた｡費

やへるどってご飯をたべまLた(3年男子)｡｣

の様に､船上神楽を【ぶりっこ ひのきっこ】

の出来貝合と関連して考え､将来の自身との繋

がりを思っていたのである｡1年生男子は担任

へ｢舞台の神楽/よカユっこよかった｣と話してい

ることからも､神楽の存在を見直す切っ掛けと

なった｡2年生女子は｢力魔のことでまた劇を

Lたい｣と住む町の誇りを感じており､濃密な

人間関係の中にいた感想からの言葉ではないだ

ろうか｡

Ⅲ 児童の努力と成就感

児童が九鬼小学校の生徒であることを喜びに

感じる瞬間は大きく別けて､①自分のイメージ

を具現化できる喜び ②家族･地域の人たちが

自分を見つめてくれる喜び が挙げられる｡喜

びを生み出したのは､児童個々の努力の自覚と

仲間や大人たちと共に苦労して成し遂げていく

手ごたえであったと思われる｡

Ⅲ一1台詞

日常的に暗涌する機会が無い児童は､台詞を

覚えて人前で表現することに対して､きまりの

悪さを感じるようであった｡しかし､言葉のリ

ズムやテンポ､間によって聴く人の心へ染み入

る力を発揮する台詞には､身体で覚え込むはど

の暗涌が必要である｡身体で覚え込むと､自ず

と声量は自在になり､仲間との間合いや思いが

けない出来事への対応が可能になる｡何よりも､

伝える趣旨を際立てて表現するには必要である｡

プロローグで登場する6年生女子の台詞は誰

よりも長く､注目される存在である｡大人しく

引っ込み思案と思われている子であるが､教師

には責任感の強い努力型の性格と評価されてい

た｡誰よりも早く台本を手放し､練習のたびに

台詞が彼女自身の言葉として内在化していく様

子が窺えるようになった｡彼女の表現力は仲間

や先生からも評価され､彼女に相応しい役割で

あることが自他ともに認められるようになった｡

そして､彼女の変化が他の児童へ伝染していく

ように､講堂での練習にマイクは必要なかった｡

感想文には｢虔材の私が言うセリフのナレーター

のところがきちんと言えなくてないてLまいま

Lたが学皮で先生に腰骨をLてもらったク､い

えで原野Lたク､友だちにノ野いてあらったクL

て上手になクまLた｡劇をやってみて忍ば､彪

でもやろうノとぉあったらいろいろできるんだ

なぁとノ労いまLた｡｣の文章が記されていた｡

例えば､｢バンザーイ生きカ〕えったぞぉ-と

いうセリフを言うところが:轡しかったで坑‥紺

野の辟あそのセリフのところが早かったク戯ユっ

たクLてそこのタイさンタカj寵は劇の中で一番

身分の申で摩しかったところです(6年女子)｡｣

｢ぼくぼあじとさけぶところがいっあ早かったの

で､ちょっとゆっくクいいました(3年男子)｡｣

と､各人がそれぞれに台詞を自分の思考の中で

台詞として捉えようとして､一人ひとりが伝達

力を熟成する必要があることを周囲の熱意にも

影響されながら､習得していった｡

そして､｢東都に香奈ちゃんのナレーション

ですもノ上がいっぱいいるのに､よくつまったク

Lないでいえているので､そればよく原野Lた

からだと居いまLた(6年女子)｡｣と感想文に

記した彼女は､本番の舞台で友人が台詞のメッ

セージを表現した裏にある"友人の自覚"を見

抜いて評価したのであった｡友人の努力を評価

できることば､彼女自身が当事者として解決策

を自ら生み出して努力をしていた､ということ

であろう｡

Ⅲ-2 動き

登場する烏･木･ブリ･魔王の配役は全員で

分担した｡

動きの検討に入るには｢観客｣の存在を児童
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へ理解させる必要があった｡教師は｢お客さん｣

に満足してもらえる内容の充実への課題は教え

込まれる性質のものではなく､教師や保護者､

船上神楽保存会の人たちの影響下で学ばせる方

法しかないと考えた｡

ブリが回遊する動きは､担当する教師がブリ

の衣装でブリになりきって児童と動きを研究し

た｡漁業の専門家たちに囲まれていることもあ

り､助言は貴重であった｡

木の精役の児童からは､ぐるりと廻ってフレ

ヤーたっぷりの衣装を円錐形の山に見立てる提

案があり教師を驚かせた｡鳥役の児童は鳥が方

向を変えるときの羽の角度は両腕を桟一本に広

げるより､両腕を斜めにしながら走った方がい

いことに気付き､仲間へ伝えた｡鳥と木の精の

動きは､児童個々が自分のアイディアで舞台を

動き廻った｡

｢〟/から出て､しぬところがむヂカ)Lかった

です(3年男子)｡｣｢ブリをいきかえLてよろ

こぶとき､ス手ップでとびまわクまLた(4年

女子)｡｣など､各児童はそれぞれの役柄で自分

の問題として取り組み､すっかり役柄になりきっ

ていた｡

全員でダンスをする場面では客席から手拍子

が入り､｢うれしかったね｣と会話が弾む｡観

客は児童が伝えようとしている思いへ手拍子の

声援を送ってくれたのであろう｡

児童が役を演じる時､魔王以外は生活環境の

中で現実に目にしている存在である｡児童はこ

の生活環境に在る生き物を演じるという行為の

なかで､環境を考えるようになった｡自然現象

として見ていたであろう存在には連鎖関係があ

ることに気付いた｡例えば､釣り客が残したゴ

ミを片付ける児童の姿について地域の人から学

校へ報告があるように､劇の練習を通して自然

界への畏敬の念が生まれたのではないだろうか､

教師の間で話題になった｡

Ⅲ-3 大道具と小道具､衣装

日照りの魔王が魔王らしくということで､魔

王役の6年男子と教師が脚立を利用して足場を

作り､さらに､それぞれの場面に応じて足場を

効果的な位置へ移動可能なようにと､脚立の足

場へ車輪をっける工夫が加わった｡見る者には

彼が高い所で演技する恐怖感があるのではない

かと案じられるが､｢平気だよ｣と言う｡1.5

メートル上で演技する彼が役割に挑むには､足

場を支える教師との信頼関係が有ってのことと

いえよう｡舞台では｢ぼぐば､できるだけ大き

くえん冴をLまLた｡えん抒をLている時あ､

傍ばきんちょうLていまLた｡J脚j､とまっ

たときばちょっととまどったけどうまぐできた

のでよかったですも｣と感想文に記している｡

彼は高所での演技で音響のハプニングにも対応

でき､魔王になりきった｡

船上神楽登場の際に用いる船は校長が担当し

た｡船の制作は､船上神楽保存会からの知恵を

受けながら舞台で立派に見える船であること､

舞台で使い勝手が良いことを目指して努力が続

けられた｡

三角錐の山(緑の山･枯れた黄色の山･山肌

が現れた危機感の赤の山)の制作は､山中から

木の精が飛び出してくると効果的であろう､と

いう筆者の提案から生まれ､保護者会会長が担

当した｡<5人の児童が出入り可能な安定した

山>は､危険を避けるために本番ごとに開演間

際まで調整が続いた｡

ブリの衣装は試行錯誤が多かった｡最終的に

は｢ミュージカルの『ライオンキング』のよう

だ｣と評価されるはどに､素材の研究とデザイ

ンへの工夫が効果を成した｡

鳥役はスポンジの帽子を被ることになり､児

童が大人の力を借りながら作った｡自ら鳥の帽

子を作る過程は､少しずつ鳥の気分に近づいて

いくようで､鳥に作り手の個性が表れているよ

うであった｡

母親グループによって烏と木の衣装が用意さ

れた｡近年既製服が主流になっているが､一人

ひとりの身体に合わせて作られる衣装を児童は

｢彪の傭のノ衣装｣と大変喜び大切に扱って

いた｡発表の機会ごとに母親たちのアイディア

が加わり続け､最終的に申し分の無い衣装が完

成した｡

保護者､教師の努力によって出来上がった衣
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装や道具は上々の出来栄えとなったが､そこへ

至るまでには独白の工夫とさまざまな人からの

助言が参考になった｡最後の舞台が終わりきる

までの4ケ月間､大人たちが取り組む姿は児童

の視野に入っていた｡保護者からは｢大人の仕

事ぶりを見て､子どもの大人を見る目がかわっ

てきたことを感じる｡｣｢何事にも積極的になっ

てきた｡｣などの意見が聞かれた｡

【ぶりっこ ひのきっこ】の活動を展開する

において､大人達には､15名の児童が九鬼小

学校に在校した証し(見えることも見えない事

も含めて)を築く姿として映った｡家庭や地域

で学校の話題が増すにつれ､関係者全員の士気

が高まっていった｡周囲の雰囲気から､児童は

間違えたらどうしょうと意識しながら､自分は

どうすればいいのか､自分自身の課題として取

り組んでいた｡

Ⅳ 振り返ること

Ⅳ-1情報誌｢学校だより｣

学校から届く学校便りは､学校に関わるさま

ざまな情報を知ることができる｡その時々の記

事から学校の動きが判り､保護者同士の話題に

もなる｡【ぶりっこ ひのきっこ】に関して自然

発生的に保護者や地域の人たちのネットワーキ

ングが進み､仕事を休めない親に代わって助け

合うなど､強力な知恵袋応援集団となった｡熱

い思いの児童や教師を支える為に学校で作業を

しながら過ごす時間は､充実していた｡そして､

この時間には学校の動きが的確に手中に入った｡

道具類の事が家庭で話題になり助っ人に来る

父親､気になって覗きに来る地域の人､学校は

皆が出会える場所となった｡学校は親同士のコ

ミュニケーションや意思疎通に不可欠である

｢共に喜び､案じ､適切な対処を話し合う経験

の場｣となり､大人たちは信頼関係を深めていっ

た｡そしてこの様子が学校だよりで紹介される

ことになる｡

学校だよりは､児童自身には周囲の大人から

受けている支援の実際を確認でき､どのように

思われているのか､という判断材料になる｡同

時に九鬼小学校区の人々の共同性を子どもなり

に捉えていたのではないだろうか｡

`学校をひらく,役割を持っ学校便りの継続

は､教師が第三者的に学校を見つめなおす材料

にもなった｡

Ⅳ-2 発表するということ

児童を中JL､に､共通の目的に向かって関係者

が作品をまとめ上げようと力を出し合う中で､

協力体制が充実し【ぶりっこ ひのきっこ】は

作品として早々とまとまった｡

今回の創作劇は､九鬼小学校が従前から取り

組んだ環境教育の成果を生かすねらいがある｡

児童は単にシアターへの取り組み経験が無いだ

けである｡創造活動として表現活動が完成する

過程を教育として重視し､同時に上演を目的と

するには､振り返りの効果の検討が必要であろ

うと考えた｡

出来栄えを振り返り､反省することによって

｢自分達の主張を伝える｣表現力向上への努力

を期待した｡そのためには発表の場数を経験す

る必要があろう｡この趣旨について大人たちの

理解を得ることができた｡

観劇経験と舞台経験の無い児童には､場数を

踏むという考え方は理解しがたいことであった

かもしれない｡観客は保護者なのか､尾鷲市と

は無縁の人たちなのか､彼らが演じることと本

質的に無関係であろうが､｢自分達の主張を伝

える｣ために意識を集中すれば観客の誰にでも

伝わる､ということを児童が納得する必要があ

る｡

児童は彼らが個々に持っている知識や思慮分

別を最大限に活用しながら演じ､積極的に自分

を表現している｡その姿は彼らの努力の成果と

して観るものに伝わり､感動を与えることは疑

う余地が無い｡しかし当初､児童には舞台で

｢自分達の主張を伝えようとする気持｣が希薄

であるように思われた｡

その最大の理由としては､台詞は間違わない

が台詞(言葉)の調子に勢いが感じられないこ

とであった｡台詞を多少間違えても台詞が抜け

ても､伝えたい気持ちが根底にあれば語気で伝

わる､という手ごたえは実践の場で手にする性
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質のものであろう｡

大人達の意見がまとまり､観客圏を少しずつ

広げた発表の場を設定した｡九鬼小学校へ尾鷲

市教育委員会が訪問する機会を最初として､地

域の七夕祭り､尾鷲市文化会館:せぎやまホー

ル､最後に三重県総合文化センター:中ホール

となった｡発表の都度観客から賞賛され､保護

者や教師から誉められながら､次回への反省事

項の確認が続いた｡

保護者と教師から｢最後の舞台が終わって､

子どもたちが一回りも二回りも大きくなったよ

うに感じる｣との意見が寄せられた｡

1年生から6年生までの一人ひとりが胸を張っ

て努力をし尽くしたという､各人の充実感は､

最後に舞台で演じた5ケ月後の感想文から推し

量ることができる｡

おわりに

生活のために海上で生と死の堺目を知る中で

行う漁業は､九鬼の人たちには必要な仕事であ

る｡九鬼小学校の児童は､『海と山の共生』で

『漁業が豊かであるには､山が豊かでなければ

いけない』と学んだ｡そして､現在も学んでい

る｡学ぶことが､実は自分たちの町で続いてい

る船上神楽と関連があることに気付き､地域の

祭りの意義を知ることになった｡それは､船上

神楽が地域住民の願いを表現した芸能であるこ

とを納得できたからである｡

一方､伝統芸能の伝承者は｢伝承する自分が

いなくなった後も､これと同じ芸能を続けてく

れるのは子孫だけである｣ということを念頭に､

存続のために稽古を続けている人たちである｡

彼らは九鬼小学校の児童たちと同じ舞台に参加

したことで､船上神楽に関わらない子たちとも

｢一緒に【ぶりっこ ひのきっこ】の練習ができ

て良かった｣と喜んだ｡船上神楽保存会は小学

校の取り組みへ協力することで､地域に居住す

る人々の共属感情を集約する大きな役割を果た

すことができ､集団活動の成就感を得た｡

8月4日､三重県総合文化センターの舞台へ

賛助出演した中･高･大学生､社会人の多くが

九鬼小学校と早田小学校の卒業生であった｡彼

らは｢私たちが盛り上げてあげることができる

なら｣｢学校が元気であることが一番嬉しい｣

と､受験勉強､クラブ活動､アルバイト､仕事

などの日程調整をした｡遠洋漁業の出発を変更

して我が子の､"晴れ姿"を観てから出発した

父親もいる｡｢お二父さんが局に凍てぐれて膚L

い､たぐさんの人がいたけど､すぐ､どこにい

るかわかったよ(1年男子)｣と喜んでいた｡

学校側には4月から始めた4ケ月間の創作劇の

活動を通して､児童のそれまで気づかなかった

こと､保護者や地域の人たちのことなど､多く

の発見があった｡

最も児童数が多かった1959年の409名から

現在は15名である｡尾鷲市から遠く離れて住

む90歳代の母親(元九鬼小学校教諭)を同行

できなかったが姉妹で来たという婦人たちは､

｢今は15人ですか｣と母校の子ども達が精一杯

に演じた姿に涙ぐんでいた｡今回､尾鷲市教育

委員会生涯学習課の職員が積極的に事務局の仕

事をこなして応援したのは､九鬼小学校の一層

の活性化を期待してのことであったと拝察する｡

新産業創造課と筆者の話し合いから始まった

試みは､学校･家庭･地域の三者による教育の

原点を考える機会となり､子どもたちの元気を

引き出す事業となった｡学校と地域が相互協力

的な関係を築いた本実践は､新たな地域文化の

認識へと繋がるであろうと期待できる｡

註

註1)平成8年に第15期中央教育審議会の第

一次答申｢21世紀を展望した我が国の教育

の在り方について｣は､｢生きる力の育成｣

を教育改革の基本方向にかかげた｡そして､

平成10年告示の新学習指導要領の総則に

『生きる力』が登場したことは衆知の通りで

ある｡

平成14年から全面実施となる新学習指導

要領の大きな特色として総合的な学習の時間

の新設が注目されて､各学校での取り組みが

発表されている｡九鬼小学校においても､地
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域に目を向けた授業作りを展開している｡

なお､例えば｢総合的な学習の時間応援団｣

として､教育活動支援を行う団体リンク集が

文部科学省によって開設されているように､

各学校が総合的な学習に多様な取り組みを進

めるための情報や､教育実践の報告情報は多

い｡

註2)｢尾鷲市教育要覧 平成13年度版｣尾

鷲市教育委員会 より転写

註3)【ぶりっこ ひのきっこ】ストーリー

九鬼の生活は自然との共生｡海からの恩恵

(ブリ)を受けながら人々は生きてきた｡魚

を育てるのは海だけではない｡山に振り注い

だ雨が山の養分を含み海に流れこむ｡海と山

もまた共生しているのだ｡そしてブリたち｡

かれらもまた､魚付き林を目印に九鬼崎へと

回遊してくるのだ｡こういう生活の中で､自

然への感謝､魚たちの供養､大漁への祈願を

込めた劇である｡

註4)九鬼小学校の表現活動は新聞･テレビな

どのマスコミに取り上げられ､児童の周辺で

は今までに無い話題性が渦巻いていた｡そこ

で､最後の発表を終えた時点で児童の感想を

聞くことをせずに､沈静期間(5ケ月)を置

いて感想文を書いてもらった｡なお､1年生

と2年生には担任が聞き取りをした｡

本文中の斜体文字は､児童の感想文及び感想

の引用である｡

参考文献

1伊藤良｢ふるさとの祭り｣1980年4月～

1982年3月まで尾鷲市広報誌｢広報おわせ｣

に連載された文章をまとめた冊子である｡

2 松本伸示｢｢生きる力｣をはぐくむ考え方｣

初等教育資料平成14年2月号㈱東洋館出版

社 2002

3 山崎正和｢垂術･変身･遊技｣中央公論社

1975

4 竹内敏晴｢子どものからだとことば｣晶文

社1997

5 宮川八岐｢21世紀型特別活動の実践構想｣

明治図書 2001

6 『教育と芸術/あらたな関係』芸能文化情

報センター編丸善㈱出版事業部 2002

追記

2003年2月､九鬼漁港では35年ぶりの【寒

ブリ】の大漁で沸いた｡新聞､ラジオ､テレビな

どで九鬼漁港の賑わいの様子が紹介され､尾鷲

市内では九鬼小学校の児童が演じた【ぶりっこ

ひのきっこ】がブリを呼んだと話題になった｡
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:官緑葉 和輝宮家畑中美沙紀夏妄り11内

:濫射Il上 舜 片桐由布恵

:同日 晃増塩川上 翔

: 尾崎 絢脚榎本 太絆

: 尾崎 健太 川合 章生

: 川内 淑人

川
≠
バ
"
､

糾
舐
駄
進
鮒
…

椚
鱒
鞭
臥
触

粟
肘
掛
鯛
朗

.･‥嘩牽徳･……………………‥･
;①｢ぷりつこ ひのきつこ｣

出 演 烏鷺市立九鬼小学校児i

賛助出演 尾鷲市立九鬼中学校生徒

尾鷲市無形文化財｢船上神楽｣保存会
原 作 覆 本 雅 典

脚本･演出 尾鷲市立九鬼小芋■枚児童､教師

指 導 尾鷲市立九鬼小学校教師

●●■■=■■■●l

.･･･車衰勢

田崎 雄介護擾岩本 歩兼

良境川上 景子 木村 芳

片桐亜炒子 川上 香織

田崎 益洋 川上 修平

松下 命和 田崎 克洋

尾崎 紫乃

頼母 香奈

村田斉唱素

村田 昇敬

川上 翔

衣装制作 尾■市立九鬼小学校保護者会

;葺貝制作 尾m九鬼小学校児童､教臥保護者会

作 曲 吉 仲 澤

音 ■ 鳥書市立九鬼小学校教師

塩 竃 尾#布教育委Å会､尾鷲市役所

静かな海と線の山々lこ囲まれた小さな漁村が､私たちの住一口九鬼と宇田です｡

私たちの町は､毒加らフリ猟がさかんです｡しかし､最近はブリのとれる量が#ってきました｡プリは､瀬の流

れにのり､魚付き林を目指してやってきます｡雑木が育った山は､プリたちの目印なのです｡山が荒れ濡の流れが

変わると､プリたちがこなくなります｡私たちの演じるrぶりつこひのきっこJは､そんな海と山のお騒をテーマ

につく甘あげた音楽劇です｡

劇の中には｢阻上神楽｣が琶堀し､町の人たちは､プリを供養したり山の再生を祈ります｡九鬼や早巴では､ずっ

と苦から､そして今でも､毎年元旦には舶に集って沖に出.日の出とともに船の上で豊漁を祈って｢神業｣を舞う

のです｡船上神楽を舞い､山が生壬返り､またプリがもどってくる｡そして､九鬼や宇田の町が活気づいていけば

いいな･･･そんな思いをみなさまに伝えたいと思います｡

九鬼小学校臥全校児童15名のほんとlこ小さな学校です.こんな大きなステージに挑戦するのには勇気がいりま

した｡保護者のみな意雇には､芋畷へ何度も来ていただき､大道具や衣装を作ってもらいました｡】粗壁の方々には､

神楽謬のみなさまの特別出演をはじめ､緩々な協力をしていただきました｡

たくさんの方々のアドJくイスをいただきながら､みんなで知恵を寄せ集めてできたrぶりっこひのきっこ=嵐小

さな学校からの勇気ある発信です｡

代互者上野 1人

資料 第8回みえ県民文化祭子どもフェスティパルプログラムより

2002年8月4日三重県文化会館中ホールでのスナップ写真

舞台では島･木の楕･ブリの観演 魔王の力で次々と倒されて…
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